



Some Remarks about a New Apparatus measuring the sigh 
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(Received March 29， 1967) 
A new apparatus， by which high power electromagnetic field can be measured 
using the principle of the nuclear magnetic resonance of Proton and Vanadium， 
has been designed and made. It is not expensi ve but is handy and has high 
accuracy. By using it the measurement of m.agnetic field with an accuracy， 


























m= 1， (1 -1). .・H ・-… O.. 



























M=χHニ(x'-iχ勺H ・H ・H ・.(3)
なる関係がある口ここで Yは複素磁化率 χの実数部
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R1 500 KQ C1 
R2 500 KQ C? 100 PF I VR2 500 KQ 
R3 20 KQ C3 50 PF I VC 20 PF 
R4 50 o C4 50 PF 
R5 500 KQ C5 0.01μF I CH 4 mH 
Rs 100 KQ C6 100 PF 
R7 500 KQ C7 0.001μF 
R8 1お1Q C8 0.1μF 
R9 500 a C9 0.05μF 
R10 20 KQ C10 20 PF 
Cll 20 PF 
C12 0.001μF 
Cl~ 0.01μFJ 




























磁化率の虚数部 T による信号に敏感であるように働 この測定器の振動磁界の周波数の安定度は9桁まで
く九 読みとり可能な周波数カウンターで測定したところ，
図3の回路でN.M.R.信号はまずLC共振回路の 5 X 10-6の確度で安定していたD また F.M.用周波
共振周波数と(2)式の磁気共鳴周波数とが一致した時， 数は 106.44KCで，温度調節器のついた水品発振器を
前節で‘述べたように，発振器からみた負荷の増加とし 用い確度 5X 10-6である。核磁気共鳴の試料はプロ
て現われる。この負荷の増加は発振電圧の変化となり トン Hlとパナジウム V51である O それらの g値は4)
それが検波器を通してあらわれる口この発振器兼検出 Hl 5.5810 
器の概観を図5に示す。電子回路の部分は直方体のシ V51; 1.4700 
ャーシーに納められ，同軸ケーフソレ或は鋼管で、プルー である口またこれらの試料はスピンースピン相互作用
ブ部分と接続される口またフ。ループは前後に微調移動 をさけて， motional narrowingによる共鳴巾の減少
ができるように台車がついているD を起こさすように。液体でうすめたものを使用した。
このようにして検出器から取り出された信号はこの
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